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これがどのようなもので、あれ，木質は-;<J

とJfTI解すべきである.近年大きなFriJ~むとし

て，とりあげられている水害問思も不可抗力の天災では

なく，人為的災としての性格を多分にもっている.

::rJ円水のYJir引こ烈rllしている.政府の「同jfiりJ1[1;(江口工
連l(rrj資木の~J5求に京いて公共の出 t!1:のず!のもとに1'fì7)(上

りも ~!;iJ水守1[(祝した河川行政を強行しつつある.そのた

めにおこる矛日はH木名地に水の激化をもたらし， li1 

土の荒廃をーそうはげしいものにしている.

こうした日本の現状において，水1打開胞のもつ73誌は
も各地で大きな政治

ゴ[:必更であ

堀井篤* 木村春彦* 水山高幸*

岡林一夫i ぐ志岐常正* 八木高司*

ているかということによって決定される.これらの改ほ

はもちろん松fil'J'Jに考えなければならないが，水守を規

定する条件のうちr'!然的要素としては，流l~l日の:xZ~，地

形， tlli 1't. ili:ずfγ'1七守、ザ-カが1人， ネ村社i上:会(1¥ν1¥ 
枠附1付F持将府!ドi待附午伊戸『→!.広t戊l兄:ふ， t地也-}j行行二i財付1政女宅等iカが:あlげ子らjれ1る.

これ どのように[¥q係して

いろかということを定世!'I"Hこ見出すのは悶雑であるが，

ぐる河川政慌が.万二t;.の1"1:

ていると左ば明ちかである.

設々が7l(~'，~;.といっているもの ~l，もしそこにもともと

住民が丸紅i' ~l: 昨ーの坊をもっていなかったならば， }ii.な

る!'l ない.災はn
然J広域と1'1然活動のIll:界に人ti¥Jが介入することに上つ

たり，グムむったりして1I
もうとし，

そのことが，しばしば災引のi'iYdヒをもたらしている. し
らは，

り，このような問先と研究活動に参加することは刊ワ:計 たがってn然なjj;1j引す
そこにいわゆる人災をJro't:.する.

のH:会i'iZn¥(干γて‘あると5号える.

J;(百1¥府蛇JI11、II'Jrは， '" 、わけ〉る

)1171'て系の fU己の'!J::~mとより，

Jl!Zの水??の

る←J:nド J'.て!刊q~，日v刊!け川i!川I1JJ本、二;系の 1流i屯U"~Ûσの7 人々は， 1I1リlT円'tの小i起[阻志引{伏た川Ii川1'1川!II， I岐f!]岐IJ点J先i符の
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3司ずI~，iこjiiJくものである. こ

1ヶ年以上にわたる総行(1ワ

然，人女二社会のりつの可!寸分野にまたがり，のベltofl

なこえた.しかし訓告iに当つては1引IIJ分 ~lrによって同年

もあってD~:{I: もまだ研'jt の治J '.~ごーえう
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f名目丹aの抑[協品7力jと伺御i批、!とIJをおIWlいした'"¥

n水のn足立条件

その地域のn然sqJ:l'Y:と
l年 1:]、流水という !~M1'をじて，どのように閃係しあっ

rI:11!iでおり，人々はそこに水問を.j:ri

京を~E て， iJlなei1!?にして生活している.そして芥氏
l:illTiに土るう:.{Ifi'く什nの1JJ;大と共に
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A 地質および地形

河):，f(沿いの{tU世には沖約!??，その周辺や，



低いI，UJl友には洪積層が発述する.

この地域の古生腐は二世系が主で一部石炭系といわ

れ，主に砂岩，瓦岩の五回および角岩からなり，輝総岩

ならびに郎総凝灰岩がはさまっている.

供fjlJ蜂はíÚ\i可益地周辺やj司~L!盆地周辺の低い山や山 ILり

盆地などに存在する.これらの洪松j出削除，砂，粘土な

どが!日{1J]tぶやi口J初出などに堪杭したi由来jdである.

古生用は一般に東西方向に;IlIいえよi句をもち，似志Hまj司

向!立である場合が多い.がト!tl吠付近には京凶JJf~Ù の 77斜

11[111がH~íとされている .11iて七!??はかなり政 {t1iしされ， IJ[j}kl生
節Jlliの多いこわれやすい状態になっており，各jすrv乙治手こlー

や山JvlれをおこすぽIl，jをつくっている.
花li';'j岩はfU[1f;J Û:t世間~lIJ の行者山に分イlì して， ):f~~化し干

すL、JfLiイiであるが，分イ11が凶にiifjjっているた

め{I}t"Jf'J4却の!J吋:i似としての片Vはうすい.
言:j・1J首や化財!b;'中には~k山\}刷L 北ιÎ-I)'j 見[，一iヒバよ
ー r!rii百 )j1りの出血がj己注しており，附!付H?j~にそったJむらt

J!f動の;;与祥が強かったとAJ，われる.この巡動は泊三紀」く

じはじまり，却問紀にも引きつづき，政

あたえた.

2 地形 jゴ波山地のよlti.JiJ，とくに I';:jl立分イIJはiJtAu位

以米，支配I'i'Jに働い土地盤活動によって決;ぶされている・

この地主計百IYJによってi也:}(I);I~!出した111 .t出と沈\~，示した

低地よりなる 11円以;UU也見に記ì\分された結来，むk水1)~Jむり~

， U地を通過するときはI~k~'tl也)訟をはりこみ，比\íたした主よ
地をJill)@するときは氾訴えかをつくっている.またこのよ

うなJlti.~出足BYJ と{ÍJj: l lÍ î i[{じによりえよ地内では比凶の公
?lIJJ;::段の形成が(jわれた.

よの地'.JIヲIYJqij'aZ ~;j~地j)~;:li j!)) の >~t; ~:t~~/ を 0!Íl く以iりと

し7こfドィ、~1:{j'.JUJl也形であるといえる. このような1むJiヲIYJ

的{泣から本'1~{の )Sl!.~工大きく 2 つにわかれる.すなわち，

iιb'f~j "ヤ.L1d山のようなとお:り，強し、Ui出

力の i劫く !l~~I~谷地71ラでは出lí)jyk?Yt型となる.

B 気象

¥;:fJI;j'Jtの変化とWlj系あるのではないか，

またとれ;11での災担7);i'J:jのi作り方の{liJ1)￥の日:散とj:11jびつ

いているのではないかという[}i])Wがある. J.:HJlliJlUlえに

ついて統計的に次のような点が認められる.

001'1~ のよ♂["111じカミらよ号、ると

る.

つ-n、

(¥:1) 古川、j の IH乳時期は :i~ l1 )JにliJ(られ，なかでも 5

~lOn が水容のおこりやすし、別!日!といえる.大水引

は9)Jに多く， 7，人 10)Jがこれについでし、る.

付 TfJ1，¥と1II].I:j，jliij !iJjlと っと

i、卜jによるものが多いのは特似的である.

村一短期間の大雨は台風と前線活動とが併合した場合

である. 二

以上は一般的な傾向であるが，特に地域的特徴として

は時間雨量:20ミリ程度のFmがある程度降り続いた時に，

(これは全国的にも珍らしいことである)

ということ，および降雨の型式として，上桂)11流域の地

形との凶係で局地性のji年i、fJが起りやすいということであ

る.

C 河川状態

上位)I1水系を?IIJ!A(のじJ:たと取引の::}、支部すなわちi説、iJ

を境として大きくみると，八木辺りより上流の古生園地

域は壮年Jujの地7肢をなし，八木より下流，保沖110と入IJ付

近まで、は第四紀闘のよit，仇しているi1flM地域で、ある. した

1):って八木HIl:はj出JfJilりにも地1T(1なにも{:if)1 1以iえのi主主:
日じである.

さらにjμpJiν川凶iJ品}I;川i刊出|じ;

上む討沈i江Lカか、ら iトドJ勺ムl凶il主i江Lへ…畠サjιι，{)くの丘地|記がみられる.

引) jJ;j山より上流民;

{斗fhliとiiUuははぼ平出の状態な保っている地IK

(iコ) 向山天若グム地区

下流側からiiUu[:iにfjir;化しつつある地区

付天îS一一船lì(，j地 r~

七i恒!.t也[;{

判長iibYi]一一八木地区

妙、i出の流JtUによるi助1'1')平衡j山i壬

制八木一一-fÚli(，j 1也 l~

会よj也のJitHi!ょ;
D 山崩れ

Ill Ji.LJ.の hjj.!J~I);Jl~}[-; ， J自J'L11((1¥二に伴iltJ斗YJ係している

のは当然であるが， IjIJ~Jれは人'札 111 対 [1 に災'，L;.をもたら

すだけで、なく，砂艇の生産v;;( となってMI~くの JkW物なま

し，本U.乙を L与{.させる.地域の(i色村は li3のQく1Iっと

ころJ. l' [1のよく肥えたIJU. 1し、つもは;J(が流れてい

ない所」がJJ;Jれやすいという

上tU11水系のllitJjjれを/147Iにそって全般的に払123して

みると， ;大の三つの型がみられる.

仔ω) :::l土刀‘

lミ4什i

る :.;;~I、I:j によるよ;肢の洗剤Líif/FJlJによって充生する.

(1:1) LUJitJh型
IHl流の攻撃江lÎが急似~~1 で、ある場合に先生し， ω. (0) 

何れも j~~iMに Ft~:釘[;ケ l!: じる.

村地とり型

説院は最も大きし山肢の凸出品:に先生する.
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IV に対する υf、、ムの;i手間3

天主?ダム完成後，上!tJII水系に述続しておこった大水

のためにダムが水吉見の!万[llslになっているかどうか，あ

るいは，水容をJl})J三しているかどうかは大きな問題とな

った. ダムうと成後， 28災 (HJS:3{ド)におけるダムの ~J~tlrt

放水に河ずるhiハi'l'tl:fJ起を契機として，この!日J;起はグム下

流における住民注動にプ出品したが，ダムi10;Wについては，

られていない.

さいうえに，ダムの建設Ll

るためノ1(ijl，';ji'iiifFHJがきわめ

て小さい. (有効貯水 3S9万トン， うち ~27S万トンが7G

活用 8;175トンが民主UlJ， lJI~/j( ;V ，'J J;ijí 能力は:1[之 II~;J流設の 6

7も)，したがって， J行オ:が子jぶされるときでも，発屯能力

の {ts:ドな l~}j く、、ために，子 ûiH 快を( ，わなしゃ占 ;J，~， J¥'I/Jえし

てからたびたび大 ιjえを行わざるをえkくなり， /:1¥水
がか己主される.

天ff ダムカ;:;J\.i~tJなiリ1)1之しているかどうか，立})J乏してい

るとしたら?どのような I~; (L!Aによるのかを切りかにする

もとずき11¥ノぶ状態の変化につ

ダム完成tIIiとダムシ日記後の+u只
fi1Sれも〆

平く，かつ不抗日J¥'こなり，この{以I('J;;工〆ムに近い

程苦しい.

(ロ) ダム上流1Wlと下r>1E~j，llcつ til)'~

上流~!Jlの出水状間を;ろにると， 夕、ム l:~l; JKiil;の上流の下

:j::Htにおける洪水n干の本位が〆ムIJlJlりで、1.5111上

下する，魚ケ加では今までM床に甚Lいf受信:が見ら

れたのに， 28災以後は准水の被害が多い.

付 ダムのある木流と夕、、ム下流担Ilの支流との1'Ll!Tミ

近年の呉市!ii水はダム下流の山原)11の影塑;が大きいた

めだという電力資木側の主張がある.しかし[111京)11はダ

ム完成前から存寂しており，その水害は主として股田上

流{lUlの湛水によって本流と関係がなく，大正期から独自

に発生している.

以上の結果，天若ダムはダム近辺の上流，下流の水害

に!日接IUH主にWl)uiがあり， とくに放水版作が，その下流

地i志の出水型式に強し、J;l37与をあたえていることが切らか

となった.

V あ、とがき

水害の íV，t6~は水!志の tニびにくり;g;さ ìhるが， 日本の水

i-1fを総合f内に， しかも円以己の立場」にたって研究する

試みは非常に少ない.

今回の研究からJえ々は7K~;n:のなかに一部の I1首級に奉仕

する治水政策が反映していることを知った.最近とく

に，近故経済IZMのHれよlがれ体化されてきた仁11-(、，近畿[:)1]

売のr+111(111としての封世間，淀川水系の水矛IJl5FJ発が進んで、

いるが，このような!mjGの中にあらわれている. 日本で
はJj('，!f.に対する手・の社会iYdt任は，水与さをうける住

民と共に水主に対する r~:IJ\' 、のホコ先を7Kの支配者に向け

ることによって来されることを椛信する.これらの悶い

られ，住民を災害から守り，住民

の生活を向上させる科学の)'u肢が約I;j之されるのであると

考える.


